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都
道
府
県
展
望 

総
目
次

自 

平
成
二
十
二
年
四
月　

至 

平
成
二
十
三
年
三
月

目
次
カ
ッ
ト

奥
の
ほ
そ
道
の
風
雅
の

一
端
を
尋
ね
て

加
藤
日
出
男

「
行
く
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
泪
」

　
　
　
　

･･････････････････

四
月
号

「
木
啄
も
庵
は
や
ぶ
ら
ず
夏
木
立
」

　
　
　
　

･･････････････････

五
月
号

「
笈お

い

も
太
刀
も
五さ

つ
き月
に
飾
れ
帋か

み

織の
ぼ
り

」

　
　
　
　

･･････････････････

六
月
号

「
閑し

ず
か

さ
や
岩
に
し
み
入
蝉
の
声
」････

七
月
号

「
松
島
や
鶴
に
身
を
か
れ
ほ
と
と
ぎ
す
」　

曽
良･･･････････････････････

八
月
号

「
ま
ゆ
は
き
を
俤お

も
か
げ

に
し
て
紅べ

に粉
の
花
」

　
　
　
　

･･････････････････

九
月
号

「
さ
み
だ
れ
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川
」

　
　
　
　

･･････････････････

十
月
号

「
一ひ

と
つ

家や

に
遊
女
も
ね
た
り
萩は

ぎ

と
月つ

き

」

　
　
　
　

････････････････

十
一
月
号

「
む
ざ
ん
や
な
甲か

ぶ
と

の
下
の
き
り
ぎ
り
す
」

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

「
終よ

も
す
が
ら夜

嵐
に
波
を
は
こ
ば
せ
て
月
を
た
れ
た

る
汐
越
の
松
」　

西
行･･････････

一
月
号

「
山
中
や
菊
は
た
お
ら
ぬ
湯
の
匂に

ほ
ひ

」

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

「
蛤は

ま
ぐ
り

の
ふ
た
み
に
別わ

か
れ

行ゆ
く

秋
ぞ
」･･････

三
月
号

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

栃
木
県･････････････････････

四
月
号

三
重
県･････････････････････

五
月
号

埼
玉
県･････････････････････

七
月
号

愛
知
県･････････････････････

八
月
号

岡
山
県･････････････････････

九
月
号

山
形
県･････････････････････

十
月
号

愛
媛
県･･･････････････････

十
一
月
号

広
島
県･･･････････････････

十
二
月
号

大
阪
府･････････････････････

二
月
号

長
崎
県･････････････････････

三
月
号

知
事
随
想

『
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
』を
目
指
し
て

　

福
田
富
一（
栃
木
県
知
事
）･････
四
月
号

時
代
の「
峠
」の
向
こ
う
の
社
会
を
描
く

～
全
国
知
事
会「
こ
の
国
の
あ
り
方
に
関
す

る
研
究
会
」を
通
し
て
～

　

野
呂
昭
彦（
三
重
県
知
事
）･････

五
月
号

地
方
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
国
を
救
う

　

上
田
清
司︵
埼
玉
県
知
事
）･････

七
月
号

「
芸
術
立
県
愛
知
」の
実
現
に
向
け
て

～
国
際
芸
術
祭　

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

二
〇
一
〇
の
開
催
～

　

神
田
真
秋︵
愛
知
県
知
事
）･････

八
月
号

文
化
の
力
で
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
～「
あ
っ
晴
れ
お
か
や
ま
国
文
祭
」い

よ
い
よ
開
催
～

　

石
井
正
弘︵
岡
山
県
知
事
︶･････

九
月
号

「
山
形
の
新
し
い
お
米「
つ
や
姫
」い
よ
い
よ

全
国
デ
ビ
ュ
ー
」
～
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
上
回
る

抜
群
の
食
味
～

　

吉
村
美
栄
子︵
山
形
県
知
事
︶

　
　
　
　

･･････････････････

十
月
号

愛
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で「
輝
く
ふ
る
さ

と
愛
媛
」の
実
現
へ

　

加
戸
守
行︵
愛
媛
県
知
事
︶

　
　
　
　

････････････････

十
一
月
号

県
民
の
力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
広
島
の
未

来
づ
く
り
に
挑
戦
～「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ

レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
～

　

湯
﨑
英
彦︵
広
島
県
知
事
）

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）を
核
と
し
た
産
業
振

興
～
Ｅ
Ｖ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
都
市
・
大
阪
を
目

指
し
て
～

　

橋
下　

徹︵
大
阪
府
知
事
）･････

二
月
号

交
流
で
拓
く
長
崎
の
未
来

～
知
事
就
任
二
年
目
に
当
た
っ
て
～　
　

　

中
村
法
道（
長
崎
県
知
事
）･････

三
月
号

新
知
事
登
場

中
村
法
道（
長
崎
県
知
事
）･･････

 

四
月
号

阿
部
守
一（
長
野
県
知
事
）･･･････

十
月
号

浜
田
恵
造（
香
川
県
知
事
）･････

十
一
月
号

中
村
時
広（
愛
媛
県
知
事
） ･･････

一
月
号

河
野
俊
嗣（
宮
崎
県
知
事
） ･･････

三
月
号

特
集
記
事

自
治
体
の
経
営
改
革･･･････････

五
月
号

知
事
が
語
る
︱
我
が
都
道
府
県
の
平
成

二
十
二
年
度
施
政
方
針
と
重
点
施
策

　
　
　
　

･･････････････････

六
月
号

知
事
が
語
る
︱
我
が
都
道
府
県
の
平
成

二
十
二
年
度
施
政
方
針
と
重
点
施
策

（
石
川
県
、
長
崎
県
）･･･････････

七
月
号

一
般
記
事

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
動
予

測―

自
治
制
度
研
究
会
報
告
書―

」の
概
要	

　
　
　
　

･･････････････････

四
月
号

地
方
分
権
改
革
推
進
の
た
め
の
地
方
大
会

　

秋
田
県･･･････････････････

四
月
号

通
常
国
会
で
成
立
し
た
地
方
関
連
主
な
法

律
の
概
要･･･････････････････

五
月
号

第
十
五
回
日
ロ
知
事
会
議
の
概
要

　
　
　
　

･･････････････････

七
月
号

持
続
可
能
な
社
会
と
税
財
政

―
 

全
国
知
事
会
主
催
講
演
会
の
概
要 ―

　
（
横
山
彰
）･････････････････

七
月
号

ア
ジ
ア
諸
国
の
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る

国
と
地
方
の
新
た
な
関
係

―
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
方
分
権
の
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
」で
の
報

告
と
議
論
① ―

　

井
川　

博･････････････････

七
月
号

全
国
知
事
会
議
の
概
要･････････

八
月
号

持
続
可
能
な
社
会
と
税
財
政

―
 

全
国
知
事
会
主
催
講
演
会
の
概
要 ―
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（
植
田
和
弘
）･･･････････････

八
月
号

中
国
に
お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係

―
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
方
分
権
の
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
」で
の
報

告
と
議
論
② ―

　

　

木
村
俊
介･････････････････

八
月
号

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
国
と
地
方
の
新

た
な
関
係

―
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
方
分
権
の
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
」で
の
報

告
と
議
論
③ ―

　

井
川　

博･････････････････
九
月
号

平
成
二
十
二
年
度
都
道
府
県
当
初
予
算
額

調（
普
通
会
計
）･･･････････････
九
月
号

「
第
三
回
先
進
政
策
創
造
会
議
」の
開
催

　
　
　
　

･･････････････････

十
月
号

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な

関
係

―
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
方
分
権
の
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
」で
の
報

告
と
議
論
④ ―

　

木
村
俊
介･････････････････

十
月
号

先
進
政
策
バ
ン
ク
優
秀
政
策
事
例

先
進
政
策
大
賞　

埼
玉
県･････

十
一
月
号

韓
国
に
お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係

―
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
方
分
権
の
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
」で
の
報

告
と
議
論
⑤ ―

　

井
川　

博･･･････････････

十
一
月
号

先
進
政
策
バ
ン
ク
優
秀
政
策
事
例

優
秀
政
策　

和
歌
山
県
、
島
根
県
、長
崎
県		

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

タ
イ
に
お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係

―
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
方
分
権
の
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
の
新
た
な
関
係
」で
の
報

告
と
議
論
⑥ ―

　

木
村
俊
介･･･････････････

十
二
月
号

新
春
ご
あ
い
さ
つ

　

麻
生　

渡︵
全
国
知
事
会
会
長
）

　
　
　
　

･･････････････････

一
月
号

卯
年
に
ち
な
ん
で

　

小
宮
輝
之･････････････････

一
月
号

先
進
政
策
バ
ン
ク
優
秀
政
策
事
例

優
秀
政
策　

岩
手
県
、
熊
本
県

　
　
　
　

･･････････････････

一
月
号

平
成
二
十
二
年
度
政
府
主
催
全
国
都
道
府

県
知
事
会
議
の
概
要･･･････････

二
月
号

先
進
政
策
バ
ン
ク
優
秀
政
策
事
例

優
秀
政
策　

埼
玉
県
、京
都
府

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

食
料
安
全
保
障
と
日
本
の
農
政

―
 

全
国
知
事
会
主
催
講
演
会
の
概
要 ―

　
　
　
　

･･････････････････

三
月
号

地
方
分
権
改
革
推
進
の
た
め
の
地
方
大
会

滋
賀
県･････････････････････

三
月
号

企
画
シ
リ
ー
ズ
記
事

　

あ
る
日
の
知
事

橋
下　

徹︵
大
阪
府
知
事
︶･･･････
四
月
号

佐
藤
雄
平︵
福
島
県
知
事
）･･･････
五
月
号

達
増
拓
也︵
岩
手
県
知
事
）･･･････

七
月
号

荒
井
正
吾︵
奈
良
県
知
事
）･･･････

八
月
号

仲
井
眞
弘
多︵
沖
縄
県
知
事
）･････

九
月
号

泉
田
裕
彦︵
新
潟
県
知
事
）･･･････

十
月
号

古
田　

肇︵
岐
阜
県
知
事
）･････

十
一
月
号

山
田
啓
二︵
京
都
府
知
事
）･････

十
二
月
号

浜
田
恵
造︵
香
川
県
知
事
）･･･････

一
月
号

石
井
隆
一︵
富
山
県
知
事
）･･･････

二
月
号

井
戸
敏
三︵
兵
庫
県
知
事
）･･･････

三
月
号

い
ま
地
域
医
療
は

地
域
の
病
院
に
勤
務
し
て

　

松
谷
博
之（
山
口
県
）･････････

四
月
号

地
域
連
携

　

佐
野
正
幸（
高
知
県
）･････････

五
月
号

地
方
都
市
の
救
急
病
院
に
勤
務
し
て　
　

　

北
田
英
貴（
熊
本
県
）･････････

六
月
号

住
民
・
行
政
・
医
療
者
の
協
働
で
地
域
医

療
崩
壊
を
防
ぐ

　

遠
藤
秀
彦（
岩
手
県
）･････････

七
月
号

第
二
の
故
郷
、 

涌
谷
に
た
ど
り
着
く
ま
で

　

青
沼
孝
徳（
宮
城
県
）･････････

八
月
号

健
康
長
寿
な
島
の
地
域
包
括
医
療

　

三
浦
源
太（
大
分
県
）･････････

九
月
号

長
崎
県
の
離
島
医
療

　

津
田
俊
彦（
長
崎
県
）･････････

十
月
号

長
島
町
の
医
療
の
現
状

　

三
角
芳
文（
鹿
児
島
県
）･････ 

十
一
月
号

大
島
診
療
所

　

園
田
知
丈（
福
岡
県
）･･････

 

十
二
月
号

地
域
医
療
を
面
白
く
す
る
に
は

　

米
田
博
輝（
青
森
県
）･････････

一
月
号

心
筋
梗
塞
の
長
距
離
搬
送

　

高
橋
文
彦（
北
海
道
）･････････

二
月
号

本
永
先
生
が
地
域
医
療
貢
献
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
て

　

岸
本
信
三（
沖
縄
県
）･････････

三
月
号

な
る
ほ
ど
経
済

二
〇
一
〇
年
度
の
経
済
見
通
し
と
公
共・建
設

投
資
減
少
の
影
響
～
建
設
投
資
依
存
度
の

高
い
地
域
は
、マ
イ
ナ
ス
影
響
の
対
策
を
～

　

奥
原
英
彦･････････････････

四
月
号

ど
う
進
め
る
休
暇
の
分
散
化

　

山
田
伸
二･････････････････

五
月
号

公
共
交
通
の「
快
適
性・安
心
性
評
価
指
標
」

と
携
帯
電
話
端
末
活
用
へ
の
期
待

　

早
川
康
弘･････････････････

六
月
号

二
〇
一
〇
年
度
デ
フ
レ
経
済
下
に
お
け
る
地

域
産
業
活
性
化
～
地
域
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
福
祉・教
育
化
産
業
政
策
の
導
入
を
～

　

奥
原
英
彦･････････････････

七
月
号

消
費
税
で
つ
ま
ず
い
た
菅
政
権

　

山
田
伸
二･････････････････

八
月
号

中
国
に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
経
営
環
境

の
変
化
と
Ｓ
Ｃ
Ｍ

　

早
川
康
弘･････････････････

九
月
号

地
域
主
権
時
代
の「
人
材
育
成
」戦
略

～
国
頼
み
の
人
材
教
育
か
ら
脱
却
し
、
現

在
の「
藩
校
」の
復
活
を
～

　

奥
原
英
彦･････････････････

十
月
号

円
高
と
日
本
経
済

　

山
田
伸
二･･･････････････

十
一
月
号

企
業
に
お
け
る
ノ
ン
ペ
ー
パ
ー
推
進
活
動
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果

　

早
川
康
弘･･･････････････

十
二
月
号

二
〇
二
〇
年　

新
３
Ｋ
牽
引
型
産
業
構
造

転
換
に
向
け
て
～
環
境
保
全
型
産
業
、
ケ

ア
関
連
型
産
業
、
観
光
関
連
型
産
業
の
地

域
展
開
を
～

　

奥
原
英
彦･････････････････

一
月
号

春
闘
と
賃
金
政
策

　

山
田
伸
二･････････････････

二
月
号

中
国
に
お
け
る
和
諧
社
会
建
設
と
日
本
企

業
の
基
本
戦
略

　

早
川
康
弘･････････････････

三
月
号
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自
治
体
職
員
の

危
機
管
理
の
要
諦

田
中
正
博

「
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
」
で
学
ぶ
ト
ヨ
タ
社

長
の
公
聴
会
の
評
価･･･････････

四
月
号

「
表
現
力
」を
高
め
よ
!!･････････

五
月
号

緊
急
記
者
会
見
で
の
タ
ブ
ー
事
例

　
　
　
　

･･････････････････

六
月
号

口
蹄
疫
感
染
・
拡
大
の
教
訓･･････
七
月
号

「
苦
渋
の
決
断
」の
意
味
す
る
も
の
と
は

　
　
　
　

･･････････････････
八
月
号

そ
の
と
き
、
ど
う
対
応
し
た
か
？
ク
ラ
イ
シ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
例

　
　
　
　

･･････････････････

九
月
号

マ
ス
コ
ミ
に
最
初
に
与
え
る
印
象
が
、
そ
の

後
の
信
頼
感
を
左
右
す
る･･･････

十
月
号

大
阪
地
検
特
捜
部
事
件
の
教
訓―

危
機
管

理
か
ら
み
た〝
七
つ
の
認
識
欠
如
”―

　
　
　
　

････････････････

十
一
月
号

失
言
、
迷
言
が
教
え
る
危
機
管
理

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

「
対
応
」は「
迅
速
」が
条
件
で
あ
る
!!

　
　
　
　

･･････････････････

一
月
号

個
人
情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
に

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

不
祥
事
防
止
に
は
幹
部
の
意
識
と
意
欲
が

カ
ギ･･･････････････････････

三
月
号

わ
か
り
や
す
い

地
方
分
権松

本
克
夫

言
葉
が
促
す
意
識
の
改
革･･･････

四
月
号

一
括
交
付
金
は
分
権
な
の
か･･････

五
月
号

水
戸
黄
門
頼
み
症
候
群･････････

六
月
号

強
い
地
方
財
政
に
な
る
の
か･･････

七
月
号

地
方
も
消
費
税
頼
み
か･････････

八
月
号

選
択
肢
の
あ
る
二
元
代
表
制
案････

九
月
号

民
主
党
政
権
一
年
目
の
通
信
簿････

十
月
号

直
接
民
主
制
の
出
番･････････

十
一
月
号

出
先
機
関
廃
止
を
迫
る
広
域
連
合

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

地
方
自
治
法
抜
本
改
正
へ
の
第
一
歩

　
　
　
　

･･････････････････

一
月
号

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

子
ど
も
手
当
の
負
担
に
地
方
の
反
乱　
　

　
　
　
　

･･････････････････

三
月
号

都
道
府
県

ア
ラ
カ
ル
ト

浅
井
建
爾

平
成
の
大
合
併
で
各
地
に
出
現
し
た
広
大

な
飛
び
地･･･････････････････

四
月
号

少
子
高
齢
化
で
日
本
か
ら
日
本
人
が
い
な

く
な
る
？･･･････････････････

五
月
号

毎
年
増
え
続
け
て
い
る
限
界
集
落
と
は
？

　
　
　
　

･･････････････････
六
月
号

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
走
る
広

告
塔･･･････････････････････

七
月
号

日
本
中
の
道
路
を
一
本
に
つ
な
ぐ
と
月
ま
で

届
く
？･････････････････････

八
月
号

日
本
中
の
自
動
車
を
一
列
に
並
べ
る
と
地
球

を
一
周
す
る
か
？･･････････････

九
月
号

自
転
車
と
自
動
車
、
ど
っ
ち
が
多
い
？

　
　
　
　

････････････････

・
十
月
号

都
道
府
県
の
認
知
度
が
高
い
県
・
低
い
県

　
　
　
　

････････････････

十
一
月
号

い
よ
い
よ
完
成
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、

日
本
の
塔
の
高
さ
比
べ････････

十
二
月
号

花
粉
症
に
か
か
る
人
が
最
も
多
い
県
は
、

少
な
い
県
の
四
十
五
倍･･････････

一
月
号

森
林
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
日
本
、
だ
が

木
材
の
自
給
率
は
わ
ず
か
二
〇
％

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

日
本
の
可
住
地
は
国
土
面
積
の
何
％
か
？

　
　
　
　

･･････････････････

三
月
号

未
来
へ
の
遺
産

千
年
サ
ン
ゴ　

　

徳
島
県･･･････････････････

四
月
号

萩
～
日
本
を
代
表
す
る
近
世
の
城
下
町
～

　

山
口
県･･･････････････････

五
月
号

勝
沼
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
里

　

山
梨
県･･･････････････････

六
月
号

地
形
・
地
質
の
博
物
館 

「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」　

　

 

兵
庫
県･･････････････････

七
月
号

歴
史
と
癒
し
の
水
辺
空
間　

富
岩
運
河　

　

富
山
県･･･････････････････

八
月
号

漆
黒
の
天
守　

松
本
城
と
城
下
町
湧
水
群

　

長
野
県･･･････････････････

九
月
号

世
界
自
然
遺
産「
知
床
」　　
　
　
　
　

　

北
海
道･･･････････････････

十
月
号

東
京
都「
小
笠
原
諸
島
」 

～
間
近
に
せ
ま

る 

世
界
自
然
遺
産
登
録
審
査
～　

　
 

東
京
都････････････････

十
一
月
号

新
し
い
熊
本
の
玄
関
口
を
飾
る「
く
ま
も
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」　

　

熊
本
県･････････････････

十
二
月
号

歴
史
･
文
化
･
伝
統
の
象
徴「
金
沢
城
公
園
」

　

 

石
川
県･･････････････････

一
月
号

世
界
遺
産　

七
里
御
浜　

　

三
重
県･･･････････････････

二
月
号

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群　

　

福
岡
県･･･････････････････

三
月
号

ふ
る
さ
と
の
料
理
と

名
所
探
訪

市
と
自
然
と
文
化
の
魅
力
が
共
存
。
ぶ
ら

り
、
新
緑
の
神
奈
川
へ
。　

　

神
奈
川
県･････････････････

四
月
号

海
あ
り 

山
あ
り 

川
あ
り 

自
然
の
宝
庫 

「
和
歌
山
」ヒ
ー
リ
ン
グ
の
旅　

　

 

和
歌
山
県････････････････

五
月
号

ド
ラ
マ「IRIS

」で
盛
り
上
が
る
秋
田
県
四

季
折
々
の
景
色
、
食
、
祭
り
。
心
に
彩
り

与
え
ま
す

　

秋
田
県･･･････････････････

六
月
号

香
川
の
ア
ー
ト
と
島
料
理

　

香
川
県･･･････････････････

七
月
号

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
理
想
郷〝
ふ

じ
の
く
に
”静
岡
県
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

静
岡
県･･･････････････････

八
月
号

〝
神
々
の
国
し
ま
ね
”
を
ゆ
く
～
神
話
の
ス

ポ
ッ
ト
と
美
味
の
旅
～　

　

島
根
県･･･････････････････

九
月
号

　

佐
賀
県･･････････････････

 

十
月
号

〝
き
て
・
み
て
・
な
っ
と
く
お
い
で
よ
徳
島
。”

　

徳
島
県･････････････････

十
一
月
号

茨
城
の
注
目
ス
ポ
ッ
ト
と
絶
品
グ
ル
メ　

　

茨
城
県･････････････････

十
二
月
号

二
〇
一
一
年
三
月
十
二
日
九
州
新
幹
線
全
線

開
業　
「
本
物
の
素
材
」
が
あ
ふ
れ
る
鹿
児

島
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

鹿
児
島
県･････････････････

一
月
号

ロ
ー
カ
ル
線
で
と
ち
ぎ
の
旅　

　

栃
木
県･･･････････････････

二
月
号

幸
せ
出
ず
る
国
、
い
わ
て
へ
�。

　

岩
手
県･･･････････････････

三
月
号
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技
が
輝
く

久く
る

留め

米か

絣す
り

　

福
岡
県･･･････････････････

四
月
号

上
越
ク
リ
ス
タ
ル　
　

　

群
馬
県･･･････････････････

五
月
号

宮み
や

島じ
ま

焼や
き

　

広
島
県･･･････････････････

六
月
号

京
焼
・
清
水
焼　

　

京
都
府･･･････････････････

七
月
号

中
津
和
傘

　

大
分
県･･･････････････････
八
月
号

信
楽
焼　

　

滋
賀
県･･･････････････････

九
月
号

萬
祝
式
大
漁
旗

　

千
葉
県･･･････････････････

十
月
号

箱
根
・
小
田
原
地
域
の
木
製
品

　

神
奈
川
県･･･････････････

十
一
月
号

越
前
漆
器　

　

福
井
県･････････････････

十
二
月
号

赤あ
か

間ま

硯す
ず
り

　

 

山
口
県･･････････････････

一
月
号

武ぶ

州し
ゅ
う

正し
ょ
う

藍あ
い

染ぞ
め

　

埼
玉
県･･･････････････････

二
月
号

名
古
屋
友
禅　

名
古
屋
黒
紋
付
染

　

愛
知
県･･･････････････････

三
月
号

表　

紙

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館　

　

福
井
県･･･････････････････

四
月
号

石
川
県
政
記
念
し
い
の
き
迎
賓
館　

　

石
川
県･･･････････････････

五
月
号

岩
崎
弥
太
郎
像

　

高
知
県･･･････････････････

六
月
号

仙
台
七
夕
ま
つ
り

　

宮
城
県･･･････････････････

七
月
号

豪
華
絢
爛
な
山だ

車し

祭
り

　

青
森
県･･･････････････････

八
月
号

日
南
線
観
光
特
急「
海
幸
山
幸
」

　

宮
崎
県･･･････････････････

九
月
号

砂
の
美
術
館

　

鳥
取
県･･･････････････････

十
月
号

紅
葉
が
彩
る
妙
義
山　

　

群
馬
県･････････････････

十
一
月
号

あ
ん
ぽ
柿

　

福
島
県･････････････････

十
二
月
号

雪
を
ま
と
っ
た
富
士
山　

　

山
梨
県･･･････････････････

一
月
号

田
沢
湖
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
ゲ
レ
ン
デ

　

秋
田
県･･･････････････････

二
月
号

蘇
り
の
聖
地“
熊
野
” 

山
ガ
ー
ル
た
ち
が
パ

ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
!!

　

和
歌
山
県･････････････････

三
月
号

そ
の
他

電
子
自
治
体
推
進
セ
ミ
ナ
ー･････

四
月
号

新
刊
紹
介
／
協
働
の
行
政
学
─
公
共
領
域

の
組
織
過
程
論･･･････････････

四
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

四
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････････
四
月
号

第
二
十
六
回『
都
市
問
題
』公
開
講
座

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」の
行
方

　
　
　
　

･･････････････････

五
月
号

新
刊
紹
介
／「
分
か
ち
合
い
」の
経
済
学

　
　
　
　

･･････････････････

五
月
号

新
刊
紹
介
／
図
解
よ
く
わ
か
る
自
治
体
決

算
の
し
く
み･････････････････

五
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････････

五
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

五
月
号

日
本
自
治
学
会
・
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
お
知
ら
せ･････････････････

六
月
号

地
域
の〝
元
気
活
動
”募
集　

平
成
二
十
二
年
度
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら

し
づ
く
り
活
動
賞
募
集･････････

六
月
号

新
刊
紹
介
／
は
じ
め
て
学
ぶ
地
方
自
治
法

　
　
　
　

･･････････････････

六
月
号

新
刊
紹
介
／
で
き
る
公
務
員
の
交
渉
力

　
　
　
　

･･････････････････

六
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

六
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････････

六
月
号

第
六
十
回“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
を

迎
え
て･････････････････････

七
月
号

被
爆
六
十
五
周
年　

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を	

　
　
　
　

･･････････････････

七
月
号

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
て
～･･･････････････････

七
月
号

記
念
貨
幣
を
発
行
し
ま
す･･･････

七
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

七
月
号

第
四
十
七
回
全
国
広
報
広
聴
研
究
大
会
の

ご
案
内･････････････････････

八
月
号

新
刊
紹
介
／
現
代
地
方
自
治
論････

八
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

八
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････････

八
月
号

第
二
十
七
回『
都
市
問
題
』公
開
講
座

岐
路
に
立
つ
地
域
医
療･････････

九
月
号

新
刊
紹
介
／
外
国
人
の
法
律
相
談

　
　
　
　

･･････････････････

九
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て	

　
　
　
　

･･････････････････

九
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

十
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････････

十
月
号

自
治
体
が
求
め
る
幹
部
を
養
成
す
る

～
最
新
最
高
の
授
業
と
実
践
的
演
習
と
～

　
　
　
　

････････････････

十
一
月
号

新
刊
紹
介
／
自
治
体
職
員
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク	

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

み
ん
な
で
減
ら
そ
う
時
間
外
勤
務

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

記
念
貨
幣
を
発
行
し
ま
す･････

十
二
月
号

住
民
総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト『
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
二
○
一
一
』参
加
自
治
体
募
集

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･････････････････

十
二
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て	

　
　
　
　

････････････････

十
二
月
号

第
二
十
八
回『
都
市
問
題
』公
開
講
座

分
権
な
く
し
て
福
祉
な
し･･･････

一
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

一
月
号

住
民
総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト『
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
二
○
一
一
』実
施
自
治
体
募
集

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て

　
　
　
　

･･････････････････

二
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････････

二
月
号

新
刊
紹
介
／
ふ
る
さ
と
再
生　

架
け
橋
を

創
る
人
た
ち･････････････････

三
月
号

新
刊
案
内
／
改
訂
版　

実
践　

危
機
管
理

広
報･･･････････････････････

三
月
号

「
先
進
政
策
バ
ン
ク
」の
一
般
公
開
に
つ
い
て･

　
　
　
　

･･････････････････

三
月
号

「
地
方
分
権
苦
情
情
報
セ
ン
タ
ー
」へ
の
情

報
提
供
を･･･････････････

…
…
三
月
号


